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大
野
市
の
出
来
事

　

一
九
九
三
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
を
振
り
返
つ
て
み
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
は
ど

ん
な
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
一
年
間
に
お
け
る
大
野
市
の
主
な
出
来
事

を
、
市
政
を
庄
心
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
人
物
編
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あぬ9ふ大野市十大ニュース

　

大
野
市
十
大
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
年
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
投
票
で
決
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
に
、
写
真
で

紹
介
し
て
あ
る
十
六
項
目
の
出
来
事
か

ら
、
こ
れ
だ
と
思
う
出
来
事
を
十
項
目

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
順
位
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
）

投
票
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
項
目
番
号
を
明
記
の
う
え
、

　

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　
　

（
〒
9
1
2
天
神
町
1
－
I
）
ま
で
。

　

各
公
民
館
や
市
民
課
窓
口
に
は
、
十

　

大
ニ
ュ
ー
ス
の
投
票
用
紙
が
用
意
し

　

て
あ
り
ま
す
。

締
切
1
9
一
月
2
0
日
（
月
）

発
表
十
二
月
下
旬
に
新
聞
な
ど
で

賞
十
項
目
的
中
者
に
は
、
図
書
券
（
三

　

千
円
）
を
進
呈
。
（
多
数
の
場
合
は
抽

　

選
で
十
人
）

1
月

9
日
完
全
週
休
二
日
制
ス
タ
ー
ト

1
5
日
成
人
式
2
0
日
奥
越
高
原
リ
ソ

－
ト
構
想
の
名
称
を
九
頭
龍
テ
ラ
ル
高
原
と
命

名
2
2
日
尚
徳
中
・
上
庄
中
に
教
育
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
導
入
2
6
日
市
文
化
財
の
消
防
訓
練

2
月

1
日
越
前
大
野
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
人

物
編
完
成
5
・
6
日
福
祉
施
設
入

所
者
の
作
品
頒
布
会
6
・
7
日
か
ま
く
ら
朝

市
ま
つ
り
1
3
・
1
4
日
大
野
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

2
1
日
県
体
ス
キ
ー
1
7
連
覇

3
月

5
日
名
水
訴
訟
で
裁
判
所
が
原
告
側

の
訴
え
棄
却
8
日
丹
羽
鉄
工
所
が

工
場
進
出
断
念
2
1
日
大
野
た
こ
あ
げ
大
会

4
月

1
日
就
職
奨
励
金
制
度
を
三
年
間
延

長
東
部
児
童
セ
ン
タ
ー
と
春
日
保

育
園
が
オ
ー
プ
ン
6
日
ニ
ッ
セ
キ
ハ
ウ
ス
と

青
島
工
業
団
地
土
地
売
買
の
仮
契
約
締
結
7

日
新
庄
に
完
成
し
た
大
野
高
校
新
校
舎
で
入
学

式
8
日
春
季
消
防
総
合
訓
練
1
0
日
亀
山
さ

く
ら
ま
つ
り
2
6
日
御
清
水
会
館
落
成
米
価

審
議
会
一
行
が
来
市

5
月

9
日
ふ
る
さ
と
健
康
ウ
ォ
ー
ク
朝

市
区
間
の
日
曜
日
午
前
中
を
通
行
止

め
に
1
3
日
南
新
在
家
区
が
下
水
道
終
末
処
理

場
立
地
に
同
意
中
国
人
研
修
生
歓
迎
会
2
0

・
2
1
日
北
信
越
市
長
会
開
催
2
2
・
2
3
日
七
間

朝
市
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア
M
一
～
9
一
日
市
日
中
友

好
協
会
が
寧
波
市
を
訪
問
し
、
友
好
合
意
書
締

結
2
3
日
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
2
6
日
仏

像
な
ど
6
件
を
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
3
0

日
活
き
生
き
フ
ェ
ア

6
月

1
日
麻
那
姫
湖
周
辺
整
備
事
業
完
了

5
日
世
界
陸
土
出
場
の
本
田
竹
春
選

手
激
励
会
8
日
主
要
登
山
口
に
安
全
ボ
ッ
ク

ス
設
置
1
8
日
寺
町
通
り
の
石
畳
舗
装
完
成

1
9
日
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
が
一
部
開
園
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踊
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叡
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世
界
陸
上
出
揚
の
本
田
防
春
E

選
手
激
飴
鄙
眼

I

R
M
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函
の
石
I
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＼
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面
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ふ
れ
あ
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公
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が
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⑩
あ
か
ね
保
育
匹
一
一
服
詣
瀬
星

　

霜
畿

航
鸚
旨

司
ミ
S
一
助
物
1
鴎
i
一
茉
｀
熱
同
藍

祠
怒
詣
関
俗

9
窓
際
況
S
E
数
は
泗
齢
ほ
温
同
長
雨
一

9
戦
後
最
低
し
の
凶
底

栢
望
一
一
願
清
汝
2
一
年
両
圀
の
清
掃

m
M
日
i
百
’
匹
確
認

2
0
日
若
鮎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

7
月

1
日
武
家
屋
敷
「
旧
内
山
家
」
オ
ー

プ
ン
大
野
地
区
消
防
組
合
2
0
周
年

記
念
式
典
‥
‐
日
求
人
求
職
フ
ェ
ア
1
8
日
衆

議
院
議
員
総
選
挙
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト

2
1
日
イ
ト
ヨ
生
息
地
保
存
管
理
策
定
委
員
会
発

足
2
4
日
麻
那
姫
湖
畔
ま
つ
り

8
［
円

1
日
大
野
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
イ
ン
タ

ー
六
イ
出
場
3
日
「
う
ぐ
ピ
ー
」

の
ぬ
い
ぐ
る
み
発
表
3
～
6
日
三
石
町
か
ら

小
学
生
1
7
人
が
来
市
8
日
越
美
北
線
と
乗
合

バ
ス
に
乗
る
運
動
1
2
日
七
間
時
代
ま
つ
り

1
4
日
県
オ
フ
ロ
ー
ド
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
1
6
日
笹

生
川
ダ
ム
水
没
者
4
0
周
年
の
集
い
2
0
日
市
政

バ
ス
復
活
2
1
日
北
陸
地
区
勤
労
青
少
年
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
大
会
2
9
日
五
周
年
記
念
童
謡
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

9
月

1
日
あ
か
ね
保
育
園
が
開
園
し
、
児

童
福
祉
施
設
整
備
が
す
べ
て
完
了

3
～
5
日
石
灯
寵
地
蔵
尊
ま
つ
り
1
4
日
ミ
ニ

動
物
園
に
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
仲
間

入
り
C
M
2
6
日
お
お
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア

託
月

1
日
健
康
づ
く
り
イ
ン
お
お
の

2
・
3
日
中
部
日
本
サ
イ
ク
リ
ン
グ

福
井
県
大
会
6
日
七
板
婦
人
消
防
隊
が
全
国

大
会
出
場
1
5
日
伊
勢
神
宮
遷
宮
で
し
ぐ
さ
踊

り
奉
納
2
3
・
2
4
日
三
大
朝
市
ま
つ
り
低
温
・

長
雨
で
戦
後
最
低
の
凶
作
、
作
況
指
数
は
8
9

2
9
日
二
回
目
の
市
政
バ
ス
運
行
3
0
日
大
野
高

校
創
立
8
8
周
年

1
1
月

I
～
3
日
市
総
合
文
化
祭
6
・
7

日
産
業
フ
ェ
ア
7
日
蕨
生
小
学
校

創
立
1
0
0
周
年
8
日
4
年
ぶ
り
に
本
願
清

水
清
掃
し
、
イ
ト
ヨ
6
0
0
匹
余
り
確
認
1
3

日
暴
力
追
放
大
野
市
民
大
会
1
8
・
1
9
日
お
座

敷
列
車
大
野
市
民
号
運
行
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寥脳添柿
読
み
札
の
入
選
旬
決
ま
る

販
売
は
十
二
月
中
旬
ご
ろ

　

市
民
な
ど
か
ら
広
く
募
集
し
た
「
越
前
大

野
ふ
る
さ
と
か
る
た
自
然
編
」
の
読
み
札
が

決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
数
は
、
十
一
歳
か
ら

八
十
四
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
、
六

百
十
一
点
（
百
四
人
）
に
も
達
し
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、
三
十
七

点
（
こ
上
こ
人
）
が
人
選
。
該
当
者
が
な
い

七
枚
は
、
編
集
委
員
会
で
作
成
し
ま
し
た
。

取
り
札
（
絵
札
）
は
、
山
崎
義
昭
さ
ん
（
月

美
町
）
、
三
宅
嵩
さ
ん
（
天
神
町
）
、
小
林
潔

弘
さ
ん
（
水
落
町
）
に
製
作
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。
完
成
は
十
二
月
中
旬
ご
ろ
で
、
市
内

の
書
店
や
公
民
館
、
観
光
協
会
、
郷
土
歴
史

館
、
教
育
委
員
会
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
価
格

は
千
円
で
、
三
百
五
上
組
と
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
早
め
に
お
求
め

く
だ
さ
い
。

い
イヌワシが大空に舞う
経ヶ岳

笠松健男さん　（28歳・泉町）　－つ 打波の社の神木
大カツラ

佐々木伸治さん　（25歳・租郷）

ろ
六呂師にのどかに響く
牛の声

笠松健男さん　（28歳・泉町）
の

軒下のつららが伸びる夜
掘りごたつ

編集委員会

は
花見なら一目千本
亀山桜

田中真次さん
（43歳・中荒井2） お お岳さんかさかぶったら今日は雨 土手塚陽子さん　（14歳・城北町）

に
二代目の榎が守る
一里塚

井ノ部寛之さん　
（54歳・泉町） く

九頭竜の流れで育つ
鮎の昧

深草深英さん　（62歳・春日）

ほ
本願清水イトヨ巣づくり
藻青し

藤原重男さん　（62歳・亀山）
や 山里に春のいぶきのコブシ咲き 森川信子さん　（59歳・糸魚昭）

へ 部子山に雪みていそぐ
冬支度

松田輝治さん　
（42歳・上野） ま

麻那姫湖四季折々の
顔をみせ

佐藤恭子さん　（32歳・武生市）

と
登山者のたいまつゆれる
飯降山

小松功英さん　（27歳・錦町）
け 渓流美今も変わらぬ九頭竜峡 高谷正さん　（67歳・元町）

ち
チシマザサふみわけ登る
小荒島

編集委員会 ふ
風雪に耐えて大杉
桃木峠

松田元弥さん　
（84歳・奴町）

り
緑陰にウグイスが鴫く
ブナ林

ノノ
つ（－ こんこんとわき出る清水に

住むイトヨ
小松和子さん　（51歳・錦町）

ぬ
ぬか星まで見える大野は
星のふる里

ノノ 　－ス．越前大野は水と緑が
あふれてる

近藤香織さん　（12歳・中野）

る
ルリイトトンボ澄んだ地面に
朝日照る

島田康範さん（30歳・東中町）て 電線をまたいで歩いた三八豪雪 井ノ部寛之さん　（54歳・泉町）

わ
わく水を両手ですくい
娘らさわぎ

森川信子さん　
（59歳・糸魚町） あ 鮮やかな菊花模様のナポレオン石 萬谷正さん　（67歳・元町）

か 亀山は緑のお山いこいの楊 野尻和さん　（11歳・横枕）
さ

産卵期モリアオガエルの
花が咲く

山本清さん　（73歳・明倫町）

よ 溶岩流大地と化して六呂師高原 山本清さん　（73歳・明倫町）
き

満尾の流れがつくる
扇状地

小松明美さん　（28歳・錦町）

た 耐えぬいて根を張るケヤキ市民の木山本清さん　（73歳・明倫町）
ゆ

雪つもりモズのはやにえ
枝のうえ

島田康範さん　（30歳・東中町）

れ
嶺北の田なる川よ
九頭竜川

山本清さん　
（73歳・明倫町） め 名水の歴史がきざむ古い臼 編集委員会

そ
荘厳な仏御前の
滝の音

佐藤恭子さん　（32歳・武生市）
み

ミズバショウ涼しげに咲く
姥ヶ岳

笠松健男さん　（28歳・泉町）

つ 釣り人の竿が連なる
真名の夏

編集委員会 し
白き峰わずかに顔出す
一目白山

笠松健男さん　（28歳・泉町）

ね
根雪のめやすはお岳七度
地に三度

山川美栄子さん　
（50歳・木本） ひ

東に荒島西お岳さん
向かい合わせで背くらべ

福岡善雄さん　（48歳・武生市）

な
なだらかで牛の背に似た
銀杏峰

井ノ部寛之さん　（54歳・泉町）
も 燃ゆる秋水面に映す刈込池 佐々木伸治さん　

（25歳・租郷）

ら
乱舞するゲンジボタルの
赤椴川

編集委員会 せ
石灰華上打波の
山の華

深草深英さん　（62歳・春日）

む
むかし塚原塚千基狐干匹
道千本

井ノ部寛之さん　（54歳・泉町）
す

ススキ野の平家平に
秋の風

藤原史郎さん　（29歳・亀山）



　

今
年
の
一
月
か
ら
、
大
野
地
区
消
防
本
部
管
内
で
発
生
し
た

火
災
件
数
は
十
七
件
。
過
去
十
年
間
の
年
平
均
発
生
件
数
十
二

件
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
、
暖
房
器
具
や
た
き

火
な
ど
火
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多
く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
防
火
に
対
す
る
十
分
な
備
え
と
知
識
を
身
に

つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
き
火

　

年
末
の
大
掃
除
や
冬
支
度
な
ど
で

紙
く
ず
や
落
ち
葉
な
ど
を
燃
や
す
と

思
わ
ぬ
所
へ
飛
び
火
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
「
た
か
が
火
の
粉
」
と
あ
な

ど
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

①
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
。

②
一
度
に
た
く
さ
ん
燃
や
さ
な
い
。

③
強
風
の
日
や
乾
燥
し
て
い
る
日
は

　

燃
や
さ
な
い
。

④
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
所
を
選
ぶ
・

⑤
そ
の
場
を
絶
対
離
れ
ず
、
後
始
末

　

は
完
全
に
す
る
。

電
気
器
具

　

家
庭
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
気

器
具
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
火
災

原
因
の
大
半
は
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン

ロ
な
ど
の
電
熱
器
で
す
。

①
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

②
使
用
後
は
、
ス
イ
ッ
チ
だ
け
で
な

　

く
プ
ラ
グ
も
抜
く
。

③
配
線
は
、
必
ず
専
門
店
に
依
頼
。

④
傷
み
や
異
常
に
気
付
い
た
ら
、
十

　

分
に
点
検
を
。

⑤
湿
気
の
多
い
場
所
で
使
う
洗
濯
機

　

な
ど
に
は
必
ず
ア
ー
ス
を
。

防火ポスター県優秀賞

島田唯さん
（下庄小学校5年）

｜胡ljl圀ly
つなげて広げて

なくす火事

た
ば
こ

　

常
に
出
火
原
因
の
上
位
に
な
る
た

ば
こ
は
、
愛
煙
家
の
喫
煙
マ
ナ
ー
に

訴
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
慣
れ

で
安
易
に
扱
っ
た
ら
危
険
で
す
。
小

さ
い
火
に
は
、
最
大
の
注
意
が
必
要

で
す
。

①
灰
皿
の
あ
る
所
で
吸
い
、
投
げ
捨

　

て
は
厳
禁
。

②
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。

③
吸
い
さ
し
を
放
置
し
な
い
。

④
外
出
前
の
喫
煙
は
忘
れ
が
ち
。
必

　

ず
再
確
認
を
。

石
油
ス
ト
ー
ブ

　

最
近
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
取
り

扱
い
も
簡
単
で
便
利
に
な
っ
て
い
ま

す
。
反
面
、
安
易
な
利
用
に
よ
る
火

災
は
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

①
使
用
す
る
前
に
整
備
点
検
を
。

②
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
物
の

　

近
く
で
は
使
わ
な
い
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
は
絶
対
、
洗
濯

　

物
を
干
さ
な
い
。

④
給
油
や
持
ち
運
び
の
際
は
、
必
ず

　

消
火
を
し
て
か
ら
。

⑤
外
出
や
就
寝
の
前
に
は
、
完
全
消

　

火
の
確
認
を
。

ガ
ス
コ
ン
ロ

　

ち
ょ
っ
と
だ
け
な
ら
と
台
所
を
離

れ
、
ヒ
ヤ
ツ
と
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
か
。
て
ん
ぶ
ら
鍋
に
よ
る
火
災
は

全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

①
使
用
中
は
、
離
れ
た
場
所
で
他
の

　

用
事
を
し
な
い
。

②
電
話
や
来
客
の
応
対
は
、
必
ず
火

　

を
止
め
て
か
ら
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
囲
は
整
理
し
、

　

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

④
ガ
ス
器
具
や
ホ
ー
ス
の
点
検
を
定

　

期
的
に
実
施
。

⑤
使
用
後
は
、
元
栓
も
忘
れ
ず
に
。



年末年始の市の業務

一
般
・
窓
口
業
務
は
2
8
日
ま
で

新
年
は
4
日
か
ら
開
始

●
市
民
課
窓
口
業
務

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
発
行

な
ど
の
窓
口
業
務
は
、
こ
十
八
日

ま
で
行
い
ま
す
。
年
末
は
特
に
混

雑
し
ま
す
の
で
、
ご
用
件
は
お
早

め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
は
、
休

み
の
間
で
も
市
役
所
当
直
室
（
庁

舎
東
側
入
り
口
横
）
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　

正
月
三
ヵ
日
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
急
患
の
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。
来
所
の
際
は
、

忘
れ
ず
に
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

土
曜
か
ら
日
曜
に
か
け
て
の
夜

間
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず

電
話
（
6
5
・
7
3
3
3
）
で
連
絡

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
の
収
集
と

　
　
　

空
き
び
ん
回
収

　
　

「
燃
え
る
ご
み
」
「
燃
え
な
い
ご

み
」
の
収
集
は
、
三
十
日
の
木
曜

収
集
地
区
ま
で
行
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
最
終
収
集
日
が
い

つ
に
な
る
か
、
確
認
し
て
搬
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

空
き
び
ん
回
収
は
、
十
こ
月
ま

で
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。
一
月

と
二
月
は
、
積
雪
の
た
め
休
業
し

ま
す
。
三
月
の
回
収
指
定
日
ま
で

各
家
庭
で
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。●

し
尿
の
く
み
取
り

　

し
尿
処
理
場
が
二
十
九
日
⑧
か

ら
一
月
三
日
⑥
ま
で
休
業
し
ま
す

の
で
、
く
み
取
り
業
者
も
こ
の
間

は
営
業
し
ま
せ
ん
。
年
末
は
大
変

込
み
合
い
ま
す
の
で
、
業
者
へ
の

依
頼
は
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
図
書
の
貸
し
出
し

　

市
図
書
館
は
、
二
十
七
日
⑥
か

ら
一
月
四
日
⑧
ま
で
休
館
と
な
り

ま
す
。
十
二
月
十
四
日
⑧
か
ら
こ

月
末
日
ま
で
の
間
は
、
図
書
の
特

別
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
（
休
館
日
を
除
く
）

は
、
一
人
で
何
冊
で
も
図
書
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貸
し
出

し
期
間
も
、
三
週
間
と
長
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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仕
事
始
め

佃皿皿
－
＠

－

皿峰
仕
事
納
め

平
常

一
般

窓
口
業
務

＠ μ 同

午
前
9
時
～

午
後
5
時

加一 －
＠

－

皿峰
休
日
急
患

診
療
所

平
常 一 －

⑩
－ 一弊 μ μ

午
前
8
時
3
0
分

～
午
後
4
時

平
常

ご
み
の

持
ち
込
み

平
常 Ｓ皿皿

－
＠

－ 一練
平
常

平
常

し
尿

く
み
取
り

舶一一一 －
＠

－

皿皿一練
図
書
館

『酒や，だぱこぐらいなら・・・』

軽く凶刄lいで

正しtい導きを

　

未
成
年
者
の
飲
酒
や
喫
煙
行

為
は
、
大
人
へ
の
背
の
び
で
あ

り
、
周
囲
の
大
人
も
見
逃
し
が

ち
で
す
。

　

県
内
で
、
未
成
年
者
の
喫
煙

に
よ
る
補
導
件
数
は
、
千
七
百

五
十
六
件
（
女
子
百
三
十
六
件
）
、

飲
酒
が
百
五
十
六
件
（
女
子
四

十
五
件
）
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
約
半
数
を
高
校
生
が
占
め
て

お
り
、
最
近
は
中
学
生
の
補
導

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
「
な
ん
と
な
く
勧
め

ら
れ
て
」
「
お
も
し
ろ
半
分
に
」

の
つ
も
り
が
、
グ
ル
ー
プ
へ
と

発
展
し
、
不
良
化
ぺ
の
道
と
走

り
出
し
ま
す
。

　

未
成
年
者
に
は
時
期
を
み
て
、

酒
や
た
ば
こ
の
害
な
ど
を
話
し
、

社
会
の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る

う
え
で
、
い
か
に
重
大
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
か
を
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。

　

青
少
年
の
相
談
は
、
奥
越
愛

護
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
6
・
1
1
1

1
内
線
5
4
3
）
ま
で
。

《
酒
の
害
）

▼
自
制
心
が
失
わ
れ
、
行
動
が

　

大
胆
に
な
っ
て
非
行
に

▼
慢
性
化
す
る
と
精
神
障
害
も

▼
時
に
は
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル

　

中
毒
に
か
か
り
死
ぬ
こ
と
も

《
た
ぱ
こ
の
害
）

▼
脳
機
能
が
悪
化
、
学
力
低
下

▼
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
、
顔

　

色
が
悪
く
な
る

▼
歯
や
骨
格
が
も
ろ
く
な
り
、

　

血
管
が
弱
く
な
る

▼
肌
が
荒
れ
、
老
化
が
進
む
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節水にご協力を

　

市
街
地
の
地
下
水
が
急
激
に
低

下
し
て
お
り
、
浅
井
戸
の
水
枯
れ

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
長
雨
な
ど
で
降
水
量

も
多
く
、
水
位
も
順
調
に
経
過
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
月
に

入
っ
て
か
ら
は
、
降
水
量
が
激
減

し
た
こ
と
や
用
水
路
工
事
な
ど
で

減
水
し
た
た
め
、
地
下
水
位
が
急

降
下
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
①
水
の
出
し
っ
ぱ
な

し
は
し
な
い
②
道
路
・
駐
車
場
へ

の
散
水
は
し
な
い
③
洗
車
回
数
を

減
ら
す
④
川
水
の
利
用
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

地下フk位と隆フk量

（平成5年8月～）

暴
力
追
放
大
野
市
民
大
会

市
民
ら
四
百
人
が
参
加

　

暴
力
の
な
い
安
全
で
住

み
よ
い
大
野
市
を
実
現
し

よ
う
と
十
一
月
十
三
日
、

暴
力
追
放
大
野
市
民
大
会

が
有
終
会
館
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
民
や
加

盟
団
体
な
ど
か
ら
約
四
百

人
が
参
加
し
、

一
、
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

一
、
暴
力
団
に
金
を
出
さ

　

な
い

扶
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

の
「
三
な
い
運
動
」
を
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
暴
力
追
放

標
語
と
優
良
団
体
の
表
彰
や
講
演

会
、
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

標
語
の
入
賞
作
品
と
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
秀
賞
】

◆
勇
気
を
出
し
て
暴
力
追
放

　

み
ん
な
で
築
く
さ
わ
や
か
大
野

　

森
下
進
さ
ん
（
北
陸
電
力
）

◆
近
よ
ら
ず
負
け
ず
頼
ら
ず

　

暴
力
団

　

平
鍋
金
一
さ
ん
（
市
役
所
）

◆
暴
力
を
勇
気
と
根
気
で

　

町
か
ら
追
放

　

森
川
照
男
さ
ん
（
北
陸
電
力
）

◆
暴
力
追
放

　

ま
ず
は
あ
な
た
の
勇
気
か
ら

　

赤
井
常
治
さ
ん
（
大
野
東
高
）

◆
暴
力
を
な
く
し
て

　

住
み
よ
い
街
づ
く
り

　

福
田
智
美
さ
ん
（
大
野
東
高
）

◆
暴
力
に
頼
ら
ぬ
あ
な
た

　

強
い
人

　

伊
藤
旭
さ
ん
（
尚
徳
中
）

◆
暴
力
追
放
や
さ
し
い
心
で

　

明
る
い
街
づ
く
り

　

松
田
千
香
子
さ
ん
（
尚
徳
中
）

◆
泣
き
ね
い
り
そ
れ
で
い
い
？

　

増
え
る
暴
力

　

河
合
佑
司
さ
ん
（
陽
明
中
）

　

「
佳
作
」
竹
花
ひ
と
み
さ
ん
（
尚

徳
中
）
水
上
泰
孝
さ
ん
（
陽
明
中
）

山
本
め
ぐ
み
さ
ん
（
上
庄
中
）
山

脇
義
史
さ
ん
（
上
庄
中
）
大
谷
和

香
子
さ
ん
（
開
成
中
）

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

ス
ポ
ー
り

情
H
報

●
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
溺

　

第
2
7
回
日
本
リ
ー
グ
男
子
2
部

の
大
会
が
、
大
野
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
迫
力
あ
る
プ
レ
イ
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
1
2
月
5
日
⑧
午
前
9
時
3
0

　

分
開
場

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館

対
戦
日
立
本
社
－
ア
イ
シ
ン
、

　

日
本
電
装
－
大
和
証
券
、
新
日

　

鍼
－
丸
紅

入
場
料
小
学
生
＝
3
0
0
円

　
　

（
5
0
0
円
）
中
学
生
＝
5
0

　

0
円
（
7
0
0
円
）
高
校
生
＝

　

7
0
0
円
（
9
0
0
円
）
一
般

　

＝
1
0
0
0
円
（
1
り
乙
0
0
円
）

　
　

（
）
は
当
日
券

　
　

お
わ
び

　

本
紙
1
1
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た

平
成
五
年
度
市
長
表
彰
者
の
中
で
、

消
防
功
労
の
西
川
昇
さ
ん
と
山
田

勇
さ
ん
の
写
真
が
入
れ
替
わ
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　

深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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馳言

物
覚
え
が
悪
い
の
は
脳
の
老
化

　

脳
の
老
化
は
年
を
と
れ
ば
必
ず
お
と
ず
れ
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
一
日
で
も
老
化
を
遅
ら
せ
る
事
で
す
。
原
因
と

な
る
高
血
圧
・
心
臓
病
・
動
脈
硬
化
に
は
十
分
注
意
を
し

て
、
日
頃
か
ら
軽
い
運
動
等
し
ま
し
よ
う
。
「
最
近
ど
う

も
様
子
が
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
な
る
べ
く
早
く

治
療
可
能
な
も
の
は
加
療
し
て
な
お
し
ま
し
よ
う
。

　

近
ご
ろ
、
物
覚
え
が
ひ
ど
く
悪

く
な
っ
て
す
ぐ
忘
れ
る
し
、
覚
え

ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
ぽ
け
の
始
ま

り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
脳
の
老
化
に
よ
る
単
な
る

記
憶
障
害
で
す
。
ぽ
け
を
医
学
用

語
で
は
痴
ほ
う
と
い
う
意
味
に
と
っ

て
い
ま
す
。
朝
食
で
何
を
食
べ
た

か
忘
れ
て
し
ま
う
の
は
老
化
で
朝

食
を
食
べ
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
の
が
痴
ほ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
痴
ほ
う
は
ど
う
し

て
お
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く

の
原
因
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
大

別
す
る
と
脳
血
管
性
痴
ほ
う
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
痴
ほ
う
の
こ
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

●
脳
血
管
性
痴
ほ
う

　

脳
血
管
性
痴
ほ
う
は
、
多
数
の

末
梢
血
管
が
梗
塞
を
お
こ
す
こ
と

で
お
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
因
は
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、

心
臓
の
働
き
が
悪
い
こ
と
な
ど
に

よ
り
お
こ
り
ま
す
。
最
近
、
高
脂

血
症
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
狭

心
症
・
心
筋
梗
塞
を
お
こ
す
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
梗
塞
は
、
言
語
・
思
考
判
断
・

創
造
・
意
志
と
い
っ
た
精
神
行
動

を
支
配
す
る
前
頭
葉
に
集
中
し
て

お
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
従

来
、
対
症
療
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
近
ご
ろ
、
脳
の
代
謝
・

循
環
を
促
進
す
る
薬
物
が
出
来
て

初
期
で
あ
れ
ば
か
な
り
治
癒
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

C
T
・
M
R
I
の
最
新
の
機
械
も

で
き
、
小
さ
な
梗
塞
で
も
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
痴

ほ
う
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、

な
る
べ
く
早
く
診
断
し
て
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

　
　
　
　
　

痴
ほ
う

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、
若
年

性
と
老
人
性
が
あ
り
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
原
因
は
不
明
で
す
が
、
遺

伝
子
に
欠
陥
が
あ
る
た
め
に
お
こ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
親
に

ア
ル
ツ
六
イ
マ
ー
が
あ
っ
た
か
ら

と
心
配
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、

老
人
性
痴
ほ
う
の
場
合
ほ
と
ん
ど

因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
原
因
が
不
明
な
だ
け
に

治
療
の
方
法
が
な
く
、
た
だ
対
症

的
に
加
療
す
る
の
み
で
す
。

●
老
人
性
ウ
ツ
病

　

と
こ
ろ
で
老
人
性
痴
ほ
う
に
似

た
病
気
で
老
人
性
ウ
ツ
病
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
配
偶
者
と

の
死
別
、
定
年
退
職
な
ど
、
損
失

体
験
を
契
機
に
し
て
お
こ
り
、
食

欲
不
振
、
不
眠
の
よ
う
な
精
神
状

態
が
目
立
た
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
仮
面
ウ
ツ
病
で
す
。
ウ
ツ
病

は
機
能
性
の
病
気
で
あ
り
、
加
療

に
よ
っ
て
全
治
し
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
早
く
見
つ
け
て
や
る
こ
と
が

必
要
で
、
特
に
自
殺
な
ど
の
行
動

を
と
る
こ
と
が
あ
る
の
で
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
医
師
）
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暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

気になる農薬・添加物

ちょつとした工夫で

果物や野菜を安全に

　

お
い
し
い
物
を
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
食
べ
る
こ
と

が
出
来
る
時
代
で
す
。
し
か
し
、
農
薬
・
添
加
物
の
な
い

食
べ
物
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
健
康
を
守
る

あ
な
た
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
農
薬
・
添
加
物

を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
安
心
し
て
、
子
供
た
ち
が

果
物
・
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
し
よ
う
。

　

私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を

い
つ
で
も
す
き
な
も
の
を
す
き
な

だ
け
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

ま
さ
に
「
飽
食
」
の
時
代
に
あ
り

ま
す
。

　

命
の
源
で
あ
る
食
べ
物
、
今
で

は
農
薬
や
添
加
物
の
な
い
も
の
は

ほ
と
ん
ど
目
に
つ
き
ま
せ
ん
。
L

か
し
、
ち
ょ
っ
と
料
理
に
手
を
か

け
る
だ
け
で
農
薬
や
添
加
物
を
波

ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
よ
く
洗
う

水
を
流
し
な
が
ら
洗
う
の
が
一
番

よ
く
、
よ
く
洗
え
ば
農
薬
は
八
割

も
落
ち
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ぶ
ど
う
流
水
に
十
分
つ
け
、

　

数
回
ふ
り
洗
い
す
る
。

▼
い
ち
ご
流
水
に
五
分
つ
け
、

　

数
回
ふ
り
洗
い
す
る
。

▼
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
小
房
に
わ
け

　

塩
水
で
洗
っ
て
か
ら
ゆ
で
る
。

▼
セ
ロ
リ
節
の
と
こ
ろ
で
折
り

　

流
水
で
こ
分
間
洗
う
。
切
っ
て

　

か
ら
二
分
間
酢
水
に
漬
け
水
洗

　

い
す
る
。

▼
ご
ぼ
う
さ
さ
が
き
に
し
て
酢

　

水
に
十
五
分
以
上
漬
け
る
。

●
皮
を
む
く

　

皮
を
む
く
こ
と
に
よ
っ
て
農
薬

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
リ
ン
ゴ
皮
ご
と
ま
る
か
じ
り

　

せ
ず
に
皮
が
薄
く
て
も
皮
を
む

▼
バ
ナ
ナ
皮
を
む
き
頭
か
ら
I

　

セ
ン
チ
は
中
身
を
捨
て
る
。

▼
ト
マ
ト
切
り
目
を
入
れ
て
熱

　

湯
に
つ
け
皮
を
む
く
。

▼
レ
モ
ン
紅
茶
に
浮
か
べ
る
と

　

き
は
皮
を
む
く
。

●
ゆ
で
る
・
下
味
を

　
　
　
　
　

つ
け
る

　

青
菜
類
は
洗
う
だ
け
で
な
く
。

ゆ
で
て
か
ら
調
理
を
す
る
と
安
心

で
す
。
塩
や
酢
も
農
薬
・
添
加
物

な
ど
を
減
ら
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

▼
ほ
う
れ
ん
草
沸
騰
し
た
湯
で

　

三
分
間
ゆ
で
、
流
水
に
さ
ら
す
。

▼
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
よ
く
ゆ
で
て

　

か
ら
水
に
つ
け
る
。

▼
も
や
し
酢
水
に
三
分
間
つ
け

　

る
。

▼
あ
じ
・
い
わ
し
た
た
き
の
場

　

合
は
酢
洗
い
す
る
。

▼
肉
ゆ
で
て
あ
く
を
と
る
。

▼
さ
ば
の
み
そ
煮
煮
付
け
る
前

　

に
熱
湯
を
か
け
る
。

▼
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
切

　

り
目
を
入
れ
二
圭
二
分
間
ゆ
で

　

る
。

　

家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、

小
さ
な
こ
と
も
手
抜
き
な
し
で
調

理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

1゛＝り9所生汀
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）

今日のスナップ

わーかわいい

（産業フェア）

＜る一ぶ登場
大野

ローターアクト・クラブ

奉
仕
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
親
睦
を

　

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
十
八
歳
か

ら
三
十
歳
ま
で
の
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ

ル
ト
の
た
め
に
創
っ
て
い
る
ク
ラ

ブ
の
事
で
す
。
現
在
、
世
界
百
十

力
国
に
、
五
千
五
百
ク
ラ
ブ
あ
り

ま
す
。
日
本
に
は
、
四
百
六
十
五

ク
ラ
ブ
あ
り
、
約
七
千
百
人
の
人

た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
の
目
的
は
、

青
年
男
女
が
個
々
の
能
力
開
発
に

役
立
つ
知
識
や
技
能
を
高
め
、
地

域
社
会
の
ニ
ー
ズ
と
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
信
頼
関

係
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
大
野
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ー

ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
会
長
の
富
田

光
拓
さ
ん
を
は
じ
め
三
十
二
人
で

す
。
善
良
な
性
格
と
指
導
者
の
資

質
を
備
え
、
大
野
市
内
に
、
住
所

も
し
く
は
職
場
が
あ
る
青
年
男
女

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
二
・
三
水
曜
日
午
後
七

三
十
分
か
ら
有
終
会
館
な
ど
で
例

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

七
月
か
ら
本
格
的
な
活
動
を
始
め

た
の
で
今
の
と
こ
ろ
は
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
重
視
し
て
、
み
ん
な

で
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
だ
り
、
料
理
教
室
・
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
測
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

安
全
な
ど
の
身
近
な
問
題

を
と
ら
え
、
ク
イ
ズ
形
式

で
誰
も
が
答
え
や
す
い
よ

う
に
し
て
勉
強
も
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
活
動
予
定
は
、

市
内
の
福
祉
施
設
を
訪
問

し
て
、
お
年
寄
り
や
子
供

た
ち
と
歌
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
だ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

や
亀
山
公
園
な
ど
の
清
掃

奉
仕
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

富
田
さ
ん
は
、
「
会
が
で

き
た
ば
か
り
で
試
行
錯
誤
の
状
態

で
す
が
、
会
員
全
員
が
楽
し
く
参

加
で
き
る
ク
ラ
ブ
に
し
た
い
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
I
度
の
ぞ
い
て

み
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

（
問
合
せ
先
富
田
光
拓
豊
6
6

　

・
4
3
9
8
）

乙！iiii

（j
●

｀”

1
‾
‘

’

純
粋
な
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
た
い

第
四
回
繊
維
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
最
優
秀
（
大
野
織
物
工

業
協
同
組
合
理
事
長
賞
）
に
か

が
や
い
た
の
は
、
佐
倉
昌
幸
君

で
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
奥
越

地
域
の
高
校
生
か
ら
繊
維
に
関

す
る
斬
新
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
現

し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
繊

維
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

佐
倉
君
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
た
の
は
、
学
校
生
活
の
思
い
出

に
な
る
作
品
を
作
り
た
い
と
考
え

た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
繊
維
の
華

や
か
さ
を
明
る
く
表
現
し
よ
う
と

苦
労
し
、
受
賞
を
知
っ
た
と
き
は

た
だ
驚
き
と
戸
惑
い
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
一
日
も
早
い

ポ
ス
タ
ー
の
仕
土
が
り
を
待
っ
て

い
た
そ
う
で
、
そ
の
出
来
栄
え
に

は
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

現
在
、
佐
倉
君
は
大
野
高
校
美

術
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
中

学
時
代
は
、
陸
上
で
活
躍
し
て
い

た
、
な
か
な
か
の
好
青
年
で
す
。

休
日
に
は
、
雑
誌
を
見
な
が
ら
ア

ニ
メ
を
書
い
た
り
、
彫
刻
や
粘
土

細
工
を
し
た
り
と
新
し
い
作
品
に

没
頭
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
マ
ン
ガ
ー
ア
ニ
メ
関

係
の
仕
事
を
し
た
い
そ
う
で
す
。

　

「
尊
敬
す
る
人
は
、

宮
崎
駿
（
隣
の
ト
ト

ロ
の
作
家
）
さ
ん
で

す
。
ア
ニ
メ
の
魅
力

は
、
平
面
的
な
物
が

動
い
て
見
え
ま
す
し
、

そ
し
て
な
に
よ
り
も
、

子
供
た
ち
に
夢
を
与

え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

佐倉昌幸さん
（大野高校2年・中挟三）



私屯ベノ゛Cこ，そ

水
が
出
な
い
憩
い
の
島
の
ト
イ
レ

Q

　

真
名
川
憩
い
の
島

が
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
、
市
街
地
か
ら
近

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
た
ち
利
用

者
は
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
日
曜
日
や
休
日
の
利

用
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
公
衆

ト
イ
レ
の
水
が
出
な
く
て
、
使
用

で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
聞

い
た
話
し
で
は
、
管
理
上
の
都
合

で
市
が
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
い
る

と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
立
派
に
な
っ
た
の
に

ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
い
の
は
、

一
番
困
る
と
思
い
ま
す
。
何
か
よ

い
刈
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
か

い
で
し
ょ
う
か
。
（
匿
名
希
望
）

A

　

河
川
敷
を
有
効

に
利
用
し
た
真
次

川
憩
い
の
島
は
、

お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
市
民
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、
昭

和
六
十
三
年
に
完
成
し
た
憩
い
の

島
で
は
唯
一
の
ト
イ
レ
で
す
。
市

で
は
、
ポ
ン
プ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

る
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
水

道
の
水
な
ど
が
出
っ
ぱ
な
し
に
な
っ

て
い
た
り
、
地
下
水
の
水
位
が
下

が
っ
て
ポ
ン
プ
が
空
回
り
し
ま
す

と
、
モ
ー
タ
ー
の
焼
き
付
け
防
止

の
た
め
、
自
動
的
に
停
止
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
た

び
た
び
停
止
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
点
検
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
と
き
ど
き
巡
回
し
な

が
ら
、
ポ
ン
プ
の
作
動
状
況
を
監

視
し
て
い
ま
す
が
、
切
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ト
イ
レ
の
南
側
に
管
理

棟
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
平
成
六

年
度
か
ら
は
、
施
設
の
管
理
人
を

配
置
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　

（
体
育
課
長
稲
葉
一
夫
）

融弗贈唸

在
宅
介
護
の
相
談
は
い
つ
で
も
ど
う
ぞ

猪
島
里
美
さ
ん
（
3
5
歳
・
篠
座
町
）

筒
井
紀
子
さ
ん
（
3
4
歳
・
森
政
領
家
）

　

大
野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
聖
和
園
内
）
は
、
各
家
庭
で
介

護
を
行
っ
て
い
る
家
族
の
方
々
が

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
気
軽
に
専
門

家
に
相
談
で
き
、
福
祉
事
務
所
の

窓
口
に
行
か
な
く
て
も
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
調
整
を

行
う
機
関
で
す
。

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
身
体
が
虚

弱
ま
た
は
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な

ど
の
た
め
、
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ら

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
料

金
は
無
料
で
す
。

　

お
こ
人
は
、
こ
十
四
時
間
体

制
で
在
宅
介
護
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
た
り
、
助
言
を
与
え
た

り
し
て
い
ま
す
。
入
浴
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
問
題
が
一
番
多
く
、

入
浴
後
の
「
あ
り
が
と
う
」
の

一
言
が
一
番
う
れ
し
い
そ
う
で

す
。

　
　

「
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い

る
人
も
し
て
い
る
人
も
幸
せ
に

な
っ
て
欲
し
い
」
と
、
猪
島
さ

ん
。
「
自
分
が
将
来
寝
た
き
り

に
な
っ
た
と
き
、
気
軽
に
、
自

由
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
、
筒
井
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

連
絡
先
（
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
豊
6
6
・
1
8
7
4
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
電
話
番

号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
巷
9
1
‐
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
公
聴
係
」
で
す
。

I
知
ら
t
l

●
赤
ち
ゃ
ん
を
も
つ

　
　
　
　
　

お
母
さ
ん
へ

　

大
野
保
健
所
で
は
4
～
5
ヵ

月
く
ら
い
ま
で
の
乳
児
の
お
世

話
を
す
る
方
を
対
象
に
講
演
会

を
開
き
ま
す
。

日
時
1
2
月
8
日
④
午
後
1
時

　

3
0
分
～
3
時
3
0
分

会
場
大
野
保
健
所

演
題
「
乳
児
へ
の
か
か
わ
り

　

方
の
ポ
イ
ン
ト
と
か
か
り
や

　

す
い
病
気
に
つ
い
て
」

講
師
小
児
療
育
セ
ン
タ
ー

　

平
谷
美
智
夫
先
生

問
合
せ
先
大
野
保
健
所

　

（
雲
6
6
・
2
0
7
6
）

一
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
資
格
取
得
を
目
的
と
し

た
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
平
成
6
年
1
月
1
8
日
か

　

ら
3
月
2
9
日
の
毎
週
火
・
金

　

曜
日
午
後
6
時
4
0
分
～
9
時

受
講
料
1
万
2
千
円
（
テ
キ

　

ス
ト
代
含
む
）

定
員
先
着
1
0
人

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
市
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
公
6
5
・

　

6
8
4
0
）



本願清水4年ぶりに清掃

イトヨ600匹を確認

　

11月8日、国の天然記念物に指定さ

れているイトヨ生息地本願清水が池の

底にたまった泥と雑魚を取り除くため。

4年ぶりに清掃されました。池のイト

ヨも一時養魚場に引っ越し。600匹の

生存が確認されました。12日、新しい

砂が入りきれいになった池に放され、

水の中をイトヨは元気に泳いでいまし

た。

秘書広報課広報広聴係容66－1111

菖蒲池のしぐさ踊り

伊勢神宮遷宮で奉納

　

10月15日、伊勢神宮の式年遷宮奉祝

行事に、全国各地から150団体が郷土

の伝統芸能を奉納しました。「しぐさ

踊り」は昭和46年に市無形文化財に指

定されており、菖蒲池に古くから伝わ

る盆踊りで、農作業を踊りにしたもの

といわれています。保存会の皆さんは、

はやしに合わせて優雅な踊りを披露し

ました。

み
ん
な
で
収
穫
を
感
謝
「
い
ふ
り
つ
こ
祭
り
」

　

H
月
2
日
、
収
穫
の
喜
び
と
感
謝
の
心
を
こ
め
て
「
い
ふ
り
っ
こ
祭
り
」
が

小
山
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
大
野
荘
・
む
つ
み
園
の
園
生
1
8
人
を
招
待
し
、
ゲ
ー

ム
や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
昼
に
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た
カ
レ
上
フ
ィ
ズ
・

ぶ
た
汁
を
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
お

米
6
0
キ
ロ
を
こ
つ
の
施
設
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

新しい学びやで

大野高校88周年

　

1
0
月
3
0
日
、
大
野
高
校
で
「
創
立

8
8
周
年
・
移
転
新
築
記
念
式
典
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
っ
て

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
竹
内
均
氏
の

講
演
「
年
若
い
諸
君
へ
」
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し

た
。
生
徒
を
代
表
し
て
3
年
広
瀬
由

枝
さ
ん
が
、
「
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
進

取
の
気
象
と
粘
り
強
い
精
神
で
新
し

い
道
を
切
り
開
き
ま
す
」
と
力
強
く

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

秋の味覚が山盛り

三大朝市物産まつり

　

1
0
月
2
3
・
2
4
日
の
2
日
間
、
七
間

通
り
で
「
三
大
朝
市
物
産
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
山
市
、
三

石
町
、
能
生
町
の
特
産
品
と
地
元
の

新
鮮
な
野
菜
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並

べ
ら
れ
ま
し
た
。
時
々
雨
が
激
し
く

降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

大
勢
の
買
い
物
客
が
訪
れ
、
山
盛
り

に
積
ま
れ
た
秋
の
味
覚
を
味
わ
い
、

両
手
一
杯
に
お
み
や
げ
を
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

励思（硲臓湯



勁思（硲瞳湯
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
っ
た
「
産
業
フ
ェ
ア
」

　

‥
1
1
月
6
・
7
日
の
2
日
間
、
有
終
会
館
で
「
お
お
の
産
業
フ
ェ
ア
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
市
内
の
産
業
が
一
堂
に
会
し
事
業
内
容
を
P
R
。
即
売
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
姉
妹
都
市
の
古
河
市
の
特
産
品
や
、
農
家
の
人
達
に
よ
る
野
菜
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
、
連
日
た

く
さ
ん
の
市
民
が
詰
ま
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

大鍋のたいも汁に

　

市民らか長～い行列

　

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
‥
1
1
1
1
月
3
日
、

六
呂
師
高
原
の
円
山
公
園
で
、
大
野

特
産
の
サ
ト
イ
モ
の
P
R
と
収
穫
を

祝
う
、
「
た
い
も
祭
り
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
直
径
2
・
5
m
の
大
鍋
に
サ

ト
イ
モ
や
大
根
、
人
参
、
ネ
ギ
、
鳥

肉
を
煮
込
み
、
約
3
千
食
用
意
さ
れ

た
「
た
い
も
汁
」
も
あ
っ
と
い
う
間
。

大
勢
の
市
民
が
、
あ
っ
た
か
な
ふ
る

さ
と
の
味
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

新堀川のニシキゴイ

　

一足早く冬ごもり

　

新
堀
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る
ニ
シ

キ
ゴ
イ
1
6
0
匹
が
、
越
冬
の
た
め

い
1
1
月
9
日
に
養
魚
場
へ
引
っ
越
し
ま

し
た
。
昭
和
6
3
年
に
、
魚
の
住
め
る

川
を
取
り
戻
そ
う
と
放
流
。
「
新
堀

川
を
守
る
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
川
を

清
掃
し
エ
サ
を
与
え
て
守
っ
て
き
ま

し
た
。
ニ
シ
キ
ゴ
イ
は
、
住
み
慣
れ

た
わ
が
家
を
離
れ
る
の
が
い
や
な
の

か
、
捕
獲
の
網
か
ら
逃
げ
回
り
、
職

員
を
困
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

森山高原スキー場で

マウンテンバイク疾走

　

第1回福井マウンテンバイクフェス

ティバルが11月7日、森山高原スキー

場で開催された。県内はもちろんのこ

と、近隣各県から多数のライダーが参

加して、クロスカントリーとダウンヒ

ルの2種目で順位を争った。がたがた

の坂道のため、転倒者も続出。それで

も参加者達は笑顔で最後まで走ってい

ました。

身近な話題をお知らせください。

蕨生小学校創立100周年

盛大に式典や記念行事

　

11月7日、蕨生小学校体育館で全校

児童をはじめ、同校の卒業生や地元の

人々多数が参加して、唯野小学校開校

120周年・蕨生小学校創立100周年を祝

い、記念式典が行われました。記念講

演の後、児童全員が校庭に集合。旧学

校の校庭にあったのと同じ「ソメイヨ

シノ」の木を記念植樹しました。



お
知
ら
せ

12月

●
建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

　
　

税
務
課
へ
ご
連
絡
を

　

土
地
・
建
物
に
か
か
る
固
定
資

産
税
は
、
所
有
者
の
申
告
や
市
の

評
価
委
員
等
に
よ
る
現
地
調
査
に

基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
の
取
り
壊
し
や
新
・
増
築

を
さ
れ
ま
し
た
ら
、
忘
れ
ず
に
市

の
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
市
役
所
税
務
課
資
産
税

　

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
・
内
線

　

4
2
5
）
ま
で

●
償
却
資
産
の
申
告

　
　
　

1
月
末
ま
で
に

　

1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
事
業

用
償
却
資
産
を
所
有
す
る
法
人
や

個
人
は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ

り
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
の
は
、
法
人
税
法

ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所
得

の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
に
算
入
さ
れ
る
機
械
・
器
具
・

装
置
・
備
品
・
車
両
・
運
搬
具
お

よ
び
所
有
ま
た
は
貸
し
付
け
て
い

る
構
築
物
な
ど
で
す
。

　

申
告
期
限
は
、
1
月
末
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
償
却
資
産
の

申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
5
）

ま
で

●
保
育
所
の
入
所
申
込

　

締
切
は
2
7
日

　

来
年
4
月
に
、
市
内
の
保
育
所

　

（
公
立
・
私
立
）
へ
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方
の
受
け
付
け
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

入
所
資
格
原
則
と
し
て
平
成
5

　

年
9
月
3
0
日
以
前
に
生
ま
れ
保

　

護
者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
保

　

育
で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

受
付
期
間
1
2
月
1
日
④
か
ら
2
7

　

日
⑥
ま
で

申
込
方
法
市
福
祉
事
務
所
児
童

　

係
ま
た
は
最
寄
り
の
保
育
所
に

　

備
え
て
あ
る
入
所
申
請
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
関
係

　

書
類
を
添
え
て
提
出

入
所
決
定
後
日
、
面
接
と
調
査

　

を
行
い
、
3
月
上
旬
に
可
否
を

　

通
知

●
ワ
リ
ス
マ
ス
会

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、
な
か
よ
く

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
2
月
1
8
日
①
午
後
2
時
～

　

3
時
3
0
分

会
場
大
野
市
図
書
館
2
階
視
聴

　

覚
室

対
象
幼
児
～
小
学
校
3
年

定
員
先
着
1
0
0
人

会
費
無
料

内
容
▼
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　

「
ね
ず
み
の
よ
め
い
り
」
▼
ミ
ュ
・
‐
－

　

シ
ッ
ク
パ
ネ
ル
「
ク
リ
ス
マ
ス

　

の
お
は
な
し
」
▼
か
げ
え
「
マ
ッ

　

チ
売
り
の
少
女
」
▼
ミ
ニ
ツ
リ
ー

　

づ
く
り
▼
全
員
に
す
て
き
な
プ

　

レ
ゼ
ン
ト

●
平
成
6
年
度
の

　
　
　

訓
練
生
募
集

　

石
川
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
一
般
の
職
業
訓
練
校
で
、
訓

練
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
障
害

の
あ
る
人
を
対
象
に
、
平
成
6
年

度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
障
害
者
手
帳
な
ど
の

　

所
持
者

訓
練
期
間
1
年
間

募
集
科
目
製
版
印
刷
科
・
一
般

　

事
務
科
・
ト
レ
ー
ス
科
・
電
子

　

機
器
科
・
洋
裁
科
・
陶
磁
器
科

応
募
締
切
3
月
2
0
日
ま
で
（
た

　

だ
し
、
願
書
提
出
者
よ
り
随
時

　

面
接
選
考
を
行
い
、
定
具
に
な

　

り
次
第
締
切
）

願
書
請
求
・
提
出
先
最
寄
り
の

　

公
共
職
業
安
定
所

問
合
せ
先
石
川
障
害
者
職
業
能

　

力
開
発
校
（
豊
0
7
6
2
・
4
8
・

　

2
2
3
5
）
ま
た
は
大
野
公
共

　

職
業
安
定
所
（
容
6
6
・
2
4
0

　

8
）
ま
で

●
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
の
掛
け
金

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月

月
末
ま
で
に
そ
の
月
の
掛
け
金
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
を
滞
納
し
ま
す
と
、
そ

の
期
間
に
応
じ
て
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

今
年
4
月
以
降
の
掛
け
金
が
未
納

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
遅
く
と
も

来
年
の
4
月
末
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

保
険
料
は
、
今
年
の
4
月
以
降

来
年
3
月
ま
で
は
、
月
額
1
万
5

0
0
円
（
付
加
年
金
は
4
0
0
円

増
し
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
年

金
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
5
6
）
ま
で

交通

j右！令
＞
k
≫
≫
e
v

’
水
f
y
卜

飲
酒
は
意
識
の
低
下
と

動
作
の
不
確
実
を
招
く

　

血
液
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
検

出
さ
れ
る
場
合
は
、
事
故
を
起

こ
し
や
す
い
状
態
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
、
胃
の
粘
膜
か
ら
直

接
血
管
の
壁
を
通
過
し
て
血
液

中
に
入
り
ま
す
。
運
転
機
能
の

障
害
は
日
本
酒
2
合
程
度
で
、

気
分
が
良
く
な
り
行
動
は
軽
く

速
く
な
る
が
、
反
射
的
に
ま
た

軽
率
に
動
き
確
実
さ
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
日
本
酒
5
合
程
度

に
な
る
と
め
い
て
い
状
態
に
な

り
、
歩
行
も
千
鳥
足
、
言
葉
も

不
明
瞭
に
な
り
ま
す
。
少
し
の

お
酒
で
も
、
酒
に
弱
い
人
は

　

「
運
転
は
危
な
い
」
と
考
え
、

強
い
人
は
「
運
転
し
て
も
大
丈

夫
」
と
根
拠
の
な
い
自
身
を
持
っ

て
運
転
を
強
行
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
自
信
過
剰

が
非
常
に
危
険
で
す
。
酒
は
、

人
の
抑
制
を
解
放
す
る
作
用
が

あ
り
、
外
面
に
酔
い
が
現
れ
る

前
に
精
神
的
に
変
化
し
て
い
る

の
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
安
全
へ
の

意
識
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
「
飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
。
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
」
と
意
志
を
強
く
持

ち
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
ま



●INFORMATION

・
市
業
務
職
員
募
集

　

平
成
6
年
4
月
採
用
予
定
の
大

野
市
業
務
職
員
の
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
3
4
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
。
学
歴
、
性
別

　

は
不
問

採
用
人
員
清
掃
員
1
人

試
験
平
成
6
年
1
月
1
6
日
⑥
午

　

前
9
時
1
0
分
か
ら
大
野
市
役
所

　

で
①
教
養
試
験
2
作
文
試
験
③

　

面
接
試
験
④
健
康
診
査

受
付
期
間
1
2
月
1
0
日
面
か
ら
2
1

　

日
⑧
ま
で

申
込
方
法
市
役
所
総
務
課
人
事

　

係
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

　

写
真
を
張
り
、
身
体
検
査
書
を

　

添
え
て
提
出
。
郵
便
で
申
込
用

　

紙
を
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
業
務
職
試
験
申
込
用
紙

　

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
1
2
0

　

円
切
手
を
張
っ
た
あ
て
先
明
記

　

の
返
信
用
封
筒
を
同
封

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
総
務

課
人
事
係
（
〒
9
1
2
大
野
市

天
神
町
I
－
1
容
6
6
・
1
1
1

1
内
線
2
2
3
）
ま
で

…
法
務
局
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

福
井
地
方
法
務
局
大
野
支
局
は
、

庁
舎
新
営
工
事
に
伴
－
＞
i
－
H
月
2
9
日

⑥
か
ら
仮
庁
舎
で
執
務
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仮
庁
舎
の
所
在
大
野
市
城
町
2

　

番
1
4
号
（
元
県
立
大
野
高
等
学

　

校
定
時
制
校
舎
）

電
話
番
号
0
7
7
9
・
6
6
・
2

　

2
4
9
（
従
来
ど
お
り
）

・
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と

　
　

人
権
擁
護
委
員
ま
で

　

1
2
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
「
第

4
5
回
人
権
週
間
」
で
す
。

　

福
井
地
方
法
務
局
及
び
福
井
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
平
成
5

年
度
の
人
権
啓
発
重
点
目
標
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

　

権
意
識
を
育
て
よ
う
（
世
界
人

　

権
宣
言
4
5
周
年
）

①
子
供
と
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ

　

う
（
対
話
が
あ
り
、
連
帯
感
の

　

あ
る
社
会
環
境
を
つ
く
ろ
う
）

①
差
別
意
識
を
な
く
そ
う
（
あ
ら

　

ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
住
み
よ

　

い
社
会
を
つ
く
ろ
う
）

　

福
井
地
方
法
務
局
及
び
支
局
並

び
に
人
権
擁
護
委
員
で
は
、
家
庭

内
や
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、
騒
嗇
・

悪
臭
等
の
公
害
、
そ
の
他
不
当
な

差
別
扱
い
や
、
い
や
が
ら
せ
、
い

じ
め
、
不
登
校
児
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
い
つ

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
の
相
談
も
費
用
は
無
料
で
、

相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

人
権
擁
護
委
員
？
広
瀬
敏
子
（
元

　

町
L
6
6
・
2
1
2
3
）
？
井
尾

　

治
郎
左
工
門
（
佐
開
容
6
5
・
8

　

2
1
5
）
▼
田
中
安
藷
子

　
　

（
天
神
町
容
6
6
・
4
0
3
9
）

　

？
明
石
綾
子
（
中
津
川
容
6
5
・

　

5
5
6
0
）
？
多
田
正
則
（
伏

　

石
酋
6
7
・
1
4
9
1
）

…
海
外
買
物
体
験
記
募
集

対
象
者
海
外
で
買
物
体
験
を
有

　

す
る
県
内
在
住
者
（
国
籍
は
問

　

い
ま
せ
ん
）

テ
ー
マ
日
本
と
諸
外
国
と
の
価

　

格
差
・
商
慣
習
の
違
い
や
海
外

　

で
買
物
を
し
た
際
に
興
味
深
く

　

感
じ
た
こ
と
。

形
式
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙

　
　

百
本
語
）
ま
た
は
A
4
版
英

　

文
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
英
語
）
5

　

枚
以
内
で
応
募
点
数
は
I
人
1

　

編

賞
①
賞
状
優
秀
作
品
8
編
2

　

副
賞
最
優
秀
賞
1
編
1
万
円
・

　

優
秀
賞
2
編
5
千
円
・
佳
作
5

　

編
2
千
円

締
切
平
成
6
年
1
月
1
4
日
2

問
合
せ
先
福
井
県
県
民
生
活
部

生
活
文
化
課
（
福
井
市
大
手
3

－
1
7
－
l
a
0
7
7
6
・
2
1
・

1
1
1
1
）

…
住
宅
需
要
実
態
調
査
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
カ
を

　

1
2
月
1
日
、
5
年
に
一
度
の
住

宅
需
要
実
態
調
査
が
、
全
国
約
1
0

万
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
宅
に
つ
い
て
日

頃
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
も
の
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
住
宅
施
策
を
行
う
う
え
で
重
要

な
資
料
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
年
賀
状
は
お
早
く

　
　
　

ぉ
出
し
く
だ
さ
い

　

大
野
郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
を

元
旦
の
配
達
に
間
に
合
う
よ
う
、

次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。

？
年
賀
状
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

い
1
1
1
1
一
月
2
0
日
～
1
2
月
3
1
日
の
、
午

前
8
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
（
日

曜
・
祭
日
は
午
後
5
時
ま
で
）
の

間
、
大
野
郵
便
局
窓
口
C
S
コ
ー

ナ
ー
で
各
種
年
賀
ス
タ
ン
プ
が
使

用
で
き
ま
す
。

▼
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

1
2
月
2
0
日
2
ま
で
に
、
郵
便
局

か
ら
お
配
り
す
る
チ
ラ
シ
の
抽
選

券
を
年
賀
状
に
添
え
て
郵
便
局
窓

口
、
市
内
の
ポ
ス
ト
に
出
す
と
抽

選
で
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

パーソナル無線利用者へ

　

平成5年4月1日から、無線局

の免許をお持ちの方に納めていた

だく電波利用料制度がスタートし

ました。

　

毎年、無線局の免許の日に納入

告知書が発行されますので、お手

元に届きましたら郵便局または銀

行で電波利用料を納めてください。

特に、パーソナル無線の免許を受

けられた方の中には、納入告知書

が手元に届いたときに「もう使っ

ていないが」「他人に譲ってしまっ

たが」という問い合わせが数多く

あります。

　

無線局の免許の内容はコンピュー

夕登録されており、廃止の手続き

をしない限り免許を受けた人が利

用料を納めていただくこととなり

ます。かって、パーソナル無線を

使ったことのある方は、今一度点

検をしていただき、今後使われな

い場合は廃止届などをされるよう

お願いします。

　

また、住所などを変更されてい

る場合は変更の手続きをされるよ

うお願いします。

問合せ先北陸電気通信監理局電

　

気通信部企画室（金沢市広坂2

　

－2－60容0762一33－4439）
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鍼

イ
モ
ぐ
る
ま

　

雪
囲
い
作
業
や
ダ
イ
コ
ン
・
六
ク
サ
イ
洗

い
な
ど
の
冬
仕
度
を
す
る
こ
ろ
に
な
る
と
、

農
村
集
落
の
中
を
流
れ
る
用
水
路
を
利
用
し

て
、
サ
ト
イ
モ
を
水
車
に
入
れ
て
洗
っ
て
い

る
の
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、

大
野
の
秋
の
風
物
詩
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

サ
ト
イ
モ
を
ザ
ル
に
入
れ
て
水
の
中
で
土

を
落
と
し
、
ミ
カ
ン
や
タ
マ
ネ
ギ
を
入
れ
た

ネ
ッ
ト
に
サ
ト
イ
モ
を
入
れ
、
水
の
中
で
強

く
押
し
洗
い
を
し
て
、
き
れ
い
に
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　

農
家
で
栽
培
さ
れ
た
サ
ト
イ
モ
は
、
農
協

の
集
荷
・
処
理
場
に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
品
質

や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
選
別
さ
れ
、
五
キ
ロ
と

ト
キ
ロ
の
箱
に
詰
め
ら
れ
出
荷
さ
れ
ま
す
、

大
野
市
農
協
も
土
庄
農
協
も
同
ヒ
施
設
を
持

ち
、
こ
の
作
業
は
ト
二
月
下
旬
ま
で
続
け
ら

れ
ま
す
。
最
も
多
い
出
荷
先
は
、
福
井
市
の

青
果
市
場
だ
そ
う
で
す
。

　

都
会
で
食
べ
る
サ
ト
イ
モ
は
、
や
わ
ら
か

く
て
灰
色
が
か
っ
た
色
を
し
て
い
ま
す
。
大

野
の
サ
ト
イ
モ
は
、
洗
っ
た
あ
と
は
白
く
、

煮
っ
こ
ろ
が
し
は
や
や
硬
め
で
歯
ご
た
え
が

あ
り
ま
す
。
料
理
で
は
し
ょ
う
ゆ
と
み
り
ん

を
使
う
の
で
、
茶
褐
色
が
一
般
的
で
す
。

　

以
前
に
、
福
井
市
出
身
の
作
家
・
津
村
節

子
女
史
に
煮
っ
こ
ろ
が
し
を
送
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
土
イ
モ
は
も
ら
う
け
れ
ど
も
、

料
理
方
法
が
分
か
ら
ず
、
サ
ト
イ
モ
が
こ
Z

な
に
お
い
し
い
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
話
ち

れ
ま
し
た
。
サ
ト
イ
モ
に
は
茎
が
赤
い
の
片

青
い
の
と
が
あ
り
ま
す
が
、
赤
い
茎
で
「
于

こ
」
、
青
い
茎
の
イ
モ
は
「
か
し
ら
」
と
い
っ

て
、
ま
た
違
っ
た
味
を
楽
し
め
、
葉
は
ハ
ー

ト
や
と
話
題
に
事
と
欠
き
ま
せ
ん
。

市民のうこき

11月1日現在 前月比

世帯数 11，339世帯 十5世帯

41，865人 十8人

人［］ 男 20，023人 十3人

女 21，842人 十5人

10月中の異動
転入 58人 出生 38人

転出 57人 死亡 31人

市内の交通事故状況（9ヵヽ64）

件数内訳
平成5年　
10月末

平成4年　
10月末 増減

総件数 403件 388件 十15件

人身

事故

件数 107件 120件 －13件

死者 4人 8人 －4人

傷者 151人 168人 －17人

物損事故 296件 268件 十28件

表
紙
の
こ
と
ば

　

子
供
た
ち
の
人
気
者
、
六
呂

師
高
原
ミ
ニ
動
物
園
の
ポ
ニ
ー

や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
ウ
サ
ギ

が
、
‐
月
1
0
日
に
越
冬
用
畜
舎

へ
引
つ
越
し
。
広
々
と
し
た
屋

外
か
ら
離
れ
る
の
を
い
や
か
っ

て
逃
げ
回
つ
て
い
ま
し
た
が
、

来
年
の
春
に
は
ま
た
元
気
な

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

編
集
後
記

　

日
一
日
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
雪
囲
い
は
も
う

す
ま
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
暖

か
い
こ
た
つ
の
中
か
ら
抜
け
だ

す
の
は
な
か
な
か
勇
気
が
い
る

も
の
で
す
。
今
年
も
あ
と
わ
ず

か
。
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
も
悲

し
か
っ
た
こ
と
も
新
し
い
年
の

糧
に
し
て
、
す
が
す
が
し
い
年

を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　　　　　　

一一／n見i吟

　

今
年
も
晴
天
に
恵
ま

れ
て
、
柳
廼
社
の
祭
り

は
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

ず
ら
り
並
ん
だ
露
店
を

の
ぞ
き
な
が
ら
、
の
ん

き
に
歩
く
の
も
結
構
お

も
し
ろ
い
。
若
い
夫
婦
連
れ
、
親
子
・
孫
・
総

出
の
家
族
連
れ
に
混
じ
っ
て
、
私
服
の
高
校
生

ら
し
い
グ
ル
ー
プ
が
飴
棒
を
な
め
た
り
、
ク
レ
ー

プ
を
食
べ
な
が
ら
群
れ
を
つ
く
っ
て
歩
く
の
も

祭
り
な
ら
で
は
の
楽
し
い
夜
と
い
え
よ
う
▼
人

波
の
中
で
少
年
が
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
あ
げ

よ
う
」
と
言
っ
て
、
半
ば
無
理
や
り
に
リ
ン
ゴ

飴
を
渡
し
、
人
ご
み
を
か
き
分
け
て
走
り
去
っ

た
▼
よ
く
み
る
と
半
分
か
じ
ら
れ
て
い
る
食
べ

残
し
だ
っ
た
。
顔
を
上
げ
た
ら
少
し
離
れ
た
露

店
の
前
で
五
・
六
人
の
少
年
た
ち
が
に
た
に
た

し
な
が
ら
私
の
方
を
見
て
い
る
で
は
な
い
か
。

む
っ
と
し
た
が
、
人
ご
み
の
中
で
は
お
こ
る
こ

と
も
で
き
ず
、
「
ま
あ
い
い
や
」
と
ご
み
箱
ま
で

持
ち
帰
る
こ
と
に
し
た
▼
七
間
通
り
の
石
畳
に

は
、
や
き
と
う
も
ろ
こ
し
、
焼
き
バ
ナ
ナ
、
タ

コ
焼
き
の
食
べ
残
し
な
ど
油
に
ま
み
れ
て
散
乱

し
て
い
た
。
千
円
札
を
こ
・
三
枚
素
手
で
ち
ら

つ
か
せ
て
い
る
少
女
が
ポ
イ
と
捨
て
た
タ
コ
焼

き
の
ト
レ
ー
は
、
す
か
さ
ず
群
衆
の
足
に
踏
み

つ
け
ら
れ
た
。
お
祭
り
が
す
ん
で
回
収
さ
れ
た

ゴ
ミ
は
約
こ
ト
ン
と
い
う
▼
翌
朝
、
商
店
街
の

方
は
、
取
り
残
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
集
め
、
油
で
汚

れ
た
石
畳
も
磨
か
れ
た
。
物
が
豊
か
に
な
り
お

金
さ
え
出
せ
ば
欲
し
い
物
は
い
く
ら
で
も
手
に

は
い
る
一
方
、
私
た
ち
は
、
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ

に
思
い
や
り
の
心
や
マ
ナ
ー
ま
で
捨
て
て
い
る
。

今
年
の
米
不
足
は
、
思
い
上
が
っ
た
私
た
ち
の

警
鐘
と
も
い
え
よ
う
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
a
6
6
・
1
1
1
1
）
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